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介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
し
く
み
と

し
て
平
成　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
制
度
が

12

始
ま
っ
て
以
来
は
じ
め
て
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
介
護
等
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
介
護
予
防

を
重
視
し
た
給
付
や
事
業
を
行
い

ま
す
。

新
予
防
給
付
の
創
設

　

軽
度
の
要
介
護
者
（
現
行
の
要
支

援
者
お
よ
び
要
介
護
１
の
一
部
）
を

対
象
に
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
、
悪

化
防
止
に
効
果
的
な
新
た
な
予
防

給
付
を
創
設
し
ま
す
。　
　

地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
効

果
的
な
介
護
予
防
事
業
を
、
介
護
保

険
制
度
に
新
た
に
位
置
付
け
ま
す
。

要
介
護（
要
支
援
）の
状
態

区
分
の
変
更

　

下
の
図
の
と
お
り
、現
在
の
要
介
護

（
要
支
援
）
認
定
の
段
階
に
「
要
支
援

１
、
２
」
が
新
た
に
加
わ
り
「
要
支
援

１
、
２
、
要
介
護
１
〜
５
」
と
い
う
７

段
階
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

体
系
を
創
設
し
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

身
近
な
地
域
で
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
多
様
で
柔
軟
な
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

次
の
４
つ
の
基
本
機
能
を
も
つ
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

創
設
し
ま
す
。
①
総
合
相
談
・
支
援

②
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
③
包

括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
④
高
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要介護5

【現行の要介護区分】�

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要 支 援 �

非 該 当 �

要 介 護 5

【平成１８年４月から】� 【サービスの利用】� 【ケアプランの作成】�

要 介 護 4

要 介 護 3

要 介 護 2

要介護1 要支援2

要 支 援 1

非 該 当�

従来どおりの介護サ
ービスを利用します�

心身の維持・改善の
ために�
介護予防サービス
（新予防給付）を
利用します�

現在契約している�
居宅介護支援事
業所 (ケアマネー
ジャー)が作成�

地域包括支援セ
ンター ( または
市が委託した事
業所)が作成�

介護が必要とならな
いために�
介護予防サービス
（地域支援事業）
を利用します�

■要介護（要支援）の状態区分の変更
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齢
者
虐
待
の
防
止
や
権
利
擁
護
の

支
援
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保
健
、
介
護
、
福
祉
の
３
分
野
の
専
門

職
が
連
携
し
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
機
関
で
す
。

　

要
介
護
１
〜
５
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
場
合
、
社
会
福
祉
法
人
等
が
行

う
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
一

部
が
、軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
に
な
る
人
…
市
民
税
世
帯

非
課
税
者
で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
人
の
う
ち
、
そ
の
人
の
収

入
や
世
帯
状
況
、
利
用
料
負
担
な
ど

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
生
計
が
困
難

で
あ
る
と
市
が
認
め
た
人
。　

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５

０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る

ご
と
に　

万
円
を
加
算
し
た
額

５０

以
下
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯

で
３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
（
土

地
、
家
屋
な
ど
）
以
外
に
活
用
で

き
る
資
産
が
な
い
こ
と

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

◆
利
用
で
き
る
施
設
…
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
、
施

設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
お

よ
び
市
町
村
長
に
軽
減
す
る
こ
と

の
申
し
出
を
行
っ
た
社
会
福
祉
法

人
等
の
事
業
所
、
施
設

◆
そ
の
他
…
生
活
保
護
受
給
者
お

よ
び
旧
措
置
入
所
者
で
利
用
者
負

担
割
合
が
５
％
以
下
の
人
は
軽
減

の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー

チ
ェ
ア
な
ど
の
特
定
福
祉
用
具
は
、
ど

の
事
業
所
や
販
売
店
で
購
入
し
て
も

福
祉
用
具
購
入
費
補
助
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
か
ら

は
指
定
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
購
入

し
た
特
定
福
祉
用
具
だ
け
が
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
高
齢
福
祉
課
に

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
�
�
０
２
９
９
）
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どんなサービスが受けられるの？
要支援１、２の人 要介護１～5の人

〈相談〉

●介護予防支援

〈自宅を訪問し日常生活を手助け〉

●介護予防訪問介護

●介護予防訪問入浴介護

●介護予防訪問リハビリテ

　ーション

〈お医者さんの指導のもとの
管理･助言〉

●介護予防訪問看護

●介護予防居宅療養管理指導

〈施設に通う〉

●介護予防通所介護

●介護予防通所リハビリテ

　ーション

〈短期間施設に泊まる〉
●介護予防短期入所生活
　介護
●介護予防短期入所療養
　介護

〈環境を整える〉
●介護予防福祉用具購入
　費の支給
●介護予防福祉用具貸与
●介護予防住宅改修費の
　支給

〈施設に入って利用〉
●介護予防特定施設入居
　者生活介護

〈住み慣れた地域で〉
●地域密着型介護予防サ
　ービス

〈相談〉
●居宅介護支援

〈自宅を訪問し日常生活を手助け〉
●訪問介護
●訪問入浴介護
●訪問リハビリテーション

〈お医者さんの指導のもと
の管理･助言〉
●訪問看護
●居宅療養管理指導

〈施設に通う〉
●通所介護
●通所リハビリテーション

〈短期間施設に泊まる〉
●短期入所生活介護
●短期入所療養介護

〈環境を整える〉
●特定福祉用具購入費の
　支給
●福祉用具貸与
●居宅介護住宅改修費の
　支給

〈施設に入って利用〉
●特定施設入居者生活介護

〈住み慣れた地域で〉
●地域密着型サービス

〈生活介護が中心の施設〉●介護老人福祉施設
〈介護やリハビリが中心の施設〉●介護老人保健施設
〈医療が中心の施設〉●介護療養型医療施設


